


01	 会社概要
02	 トップメッセージ
04	 環境ビジョン
06	 成田国際空港の運用状況
08	 エコ・エアポート ダイジェストマップ
10	 特集①エコ・エアポート基本計画（2016〜 2020年度）
	 中間振り返り
13	 特集②見て、聞いて、体験する！ 
	 成田空港エコキッズ・クラブ15周年
16	 周辺環境への取り組み
28	 資源循環への取り組み
34	 気候変動への取り組み
40	 環境マネジメント
50	 エコ・エアポート基本計画（2016〜2020年度）と2018年度評価
54	 環境報告書2018読者アンケート結果
55	 有識者意見

参考資料
57	 成田国際空港及び環境保全活動の経緯
60	 成田国際空港騒音区域関係図
61	 航空機騒音短期測定地点位置図
	 航空機騒音短期測定結果（2018年度）
62	 成田国際空港周辺環境対策体系図
	 標準飛行コース関係図
63	 大気質測定結果グラフ
	 大気質測定結果（2018年度）　環境基準による評価方法との比較
64	 水質定期測定結果グラフ
	 （公財）成田空港周辺地域共生財団
65	 空港に関するご相談と情報公開のご案内

C O N T E N T S
編集方針
●	本報告書は、エコ･エアポートの推進
のため成田国際空港株式会社が独自
に進めている取り組み及び多くの空
港関連事業者と一体となって進めて
いる取り組みをご報告することを目
的としています。

●	「より多くの方々にわかりやすく」を
コンセプトに、イラストや図表、また
は写真を多用し、可能な限り用語の補
足説明なども行っています。

●	実施している環境施策の内容は、測定
結果や達成率などの客観的データも
含めて紹介しています。

報告対象期間
データは2018年度（2018年4月～2019
年3月）の実績です。ただし、活動内容は
原則として2019年9月末時点としてい
ます。

報告対象範囲
報告対象範囲は、当社をはじめとして、
空港で事業を行う関連事業者の活動も
含めた、空港全体に関わる環境保全活動
を対象としています。電力・ガス・水・廃
棄物・温室効果ガスのデータについて
は、関連事業者による使用・排出も含め
た空港全体の実績を掲載し、それ以外に
ついては、当社の実績としています。

※	本報告書の中で、「NAA」「当社」は成田国際
空港株式会社を指し、「成田国際空港」「成田
空港」「空港」とした場合は、そこで活動する
関連事業者をも含めた空港全体を指してい
ます。

社　　　名	 成田国際空港株式会社（NAA）

代　表　者	 代表取締役社長　 田村 明比古（たむら あきひこ）
本社所在地	 〒282-8601 千葉県成田市古込字古込1-1
	 （成田市成田国際空港内NAAビル）
設　　　立	 1966年7月30日 新東京国際空港公団設立
	 2004年4月  1日 成田国際空港株式会社設立
社　員　数	 753名（2019年9月1日現在）
目　　　的	 成田国際空港の設置及び管理を効率的に行うこと等により、航空輸送の利用者の利便の向上を図り、もって航空

の総合的な発展に資するとともに、 我が国の産業、観光等の国際競争力の強化に寄与することを目的とする。
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会社名 主な事業
エアポートメンテナンスサービス株式会社 空港土木施設、建築施設の保守管理、テナント内装工事
株式会社成田エアポートテクノ 旅客ターミナルビルの付帯設備・特殊設備の保守管理
株式会社NAAファシリティーズ 航空灯火、空港諸施設付帯設備の保守管理

空港情報通信株式会社 空港内ネットワーク、フライト情報提供サービス、無線施設の保守管理、ソフトウェア開発、
電話事業

成田空港給油施設株式会社 航空機給油施設の保守管理
NAAセーフティサポート株式会社 成田空港の警備・消火救難、場面管理、空港利用者への案内、警備システムの保守管理
株式会社成田空港ビジネス 旅客ターミナルビル内の手荷物カートサービス、人材派遣及び植栽事業

株式会社NAAリテイリング 旅客ターミナルビルにおける「Fa-So-La」ブランドでの各種免税品、食品、
民芸品等ギフト商品、電化製品、旅行用品、医薬品等の販売及び飲食店の経営

株式会社グリーンポート・エージェンシー
海外旅行保険、宅配便サービス、外貨両替、バス乗車券販売等の各種サービス提供、
空港内の広告販売、イベントの企画・運営、整備地区の事務所ビルの貸付及び空港周辺の
騒音用地等の管理・貸付、自動販売機による清涼飲料水等の販売

芝山鉄道株式会社 芝山鉄道線（東成田〜芝山千代田間）の運行
成田高速鉄道アクセス株式会社 成田高速鉄道アクセス線の鉄道施設の保有及び貸付
日本空港給油株式会社※ 成田空港を離着陸する航空機に対する給油サービス

会社概要

組織図

グループ会社

※ 持分法適用関連会社
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経 営 理 念

NAAは、国際拠点空港としての役割を果たし、グローバルな航空ネットワークの発展に貢献する、
世界トップレベルの空港を目指します。

経 営 ビ ジ ョ ン

① 安全を徹底して追求し、信頼される空港を目指します
② お客様の満足を追求し、期待を超えるサービスの提供を目指します
③ 環境に配慮し、地域と共生する空港を目指します
④ 効率的で透明性のある企業活動を通じ、健全経営とさらなる成長を目指します
⑤ 鋭敏な感性を持ち、柔軟かつ迅速な行動で、社会の期待に応えます

環 境 基 本 方 針

NAAは、地球的視野にたった環境への取り組みを積み重ねることにより、環境に
やさしい循環型空港（エコ・エアポート）を目指すとともに、地域の一員として信頼
関係を築きながら、豊かな21世紀社会の実現に貢献します。

１	 空港の建設・運用に伴い発生する環境負荷を抑制するとともに、空港周辺地域の環境への影響
の軽減に努めるなど、地球的視野にたった環境問題についても積極的に取り組みます。

２	 すべての事業活動を対象に基本計画を策定し、環境に関する法規制の遵守はもとより、自主的
な目標を定め、定期的に見直すことにより、環境保全の向上に努めます。

３	 環境保全活動を有効に機能させる仕組みをつくり、継続的な改善を行います。

４	 社内環境コミュニケーションを通じて全社員の意識向上を図るとともに、一人ひとりが自ら
責任を持って環境保全活動を遂行できるよう、啓発・支援を行います。

５	 グループ企業と一体となった環境保全活動を推進するとともに、環境保全活動を空港関連事業者
に広げ、空港全体で環境にやさしい循環型空港（エコ・エアポート）を推進します。

６	 環境保全活動を積極的に情報公開するとともに、空港周辺地域をはじめとして広く社会との
環境コミュニケーションに取り組みます。

　本年6月に成田国際空港株式会社の代表取締役社
長に就任いたしました田村明比古です。成田空港は、
1978年の開港から40年余り、世界や我が国の航空需
要が質・量ともに大きく変化する中、多くの皆様のご理
解とご協力をいただきながら、日本の空の玄関口とし
ての役割を果たしてまいりました。アジアをはじめと
する世界の航空需要はこれからもますます高まること
が見込まれておりますが、これにしっかりと対応して、
アジアのリーディングエアポートとしての地位を確立
し、日本の経済や社会の成長に貢献するため、NAAグ
ループ一丸となって積極的に取り組んでまいります。

　NAAグループの最優先課題は、滑走路の増設などを
含めた「成田空港の更なる機能強化」の推進です。周辺
自治体や地域の皆様をはじめとした関係者の方々との
信頼関係をさらに深め、空港と地域の共生・共栄策を進
めながら、「更なる機能強化」を推進してまいります。
　2016年より開始した環境アセスメントでは、環境
影響評価法に基づき計画段階環境配慮書、方法書、準
備書の手続きを順次進めてまいりましたが、今秋、事
業着手前の最後の手続きとなる「環境影響評価書」を
とりまとめ、公告、縦覧いたしました。今後は、機能強
化に伴い増加が見込まれる環境への影響を最大限回
避、低減及び代償するため、環境アセスメントで実施
した調査、予測及び評価の結果を踏まえた環境保全措
置を着実に実施してまいります。

　成田空港全体としては、2030年度に向けて目指
すべき方向性を示した「エコ・エアポートビジョン
2030」を2016年に策定し、ステークホルダーととも
に空港運用に伴う地域への環境負荷低減と地球規模
の環境課題に取り組んでいます。ビジョンの実現の
ため、2016年度から2020年度までの5カ年の取り組
み内容と目標を設定した「エコ・エアポート基本計画
（2016 ～ 2020年度）」も定め、「周辺環境への取り組
み」「資源循環への取り組み」「気候変動への取り組み」
「環境マネジメント」の4つの項目を柱に各種環境施
策を推進しています。現基本計画も計画年度の後半を
迎え、本報告書において、基本計画の中間振り返りを
行いました。詳しくは本編をご確認いただきたいと存
じますが、いずれの取り組みも概ね計画通りに推移し
ております。引き続き、2020年度までの目標達成に向
け、各種施策を強力に推進してまいります。

　この場をお借りして、以下2点について、ご紹介させ
ていただきます。
　まず、基本計画の取り組みの一つとして、2018年よ
り参加している空港カーボン認証（Airport Carbon 
Accreditation）※プログラムにおいて、成田空港は、
2018年1月のレベル2取得に続き、同年11月、日本の
空港として初めてレベル3を取得しました。レベル2
を取得してから約10カ月という短い期間でアップグ

レードできたのは、航空会社や貨物事業者などの主要
なステークホルダーにより構成される「成田国際空港
エコ・エアポート推進協議会」におけるこれまでの活
動の基盤があったからこそと考えております。今後と
も、ステークホルダーとの協力体制を強化しつつ、本
プログラムを活用しながら、空港から排出されるCO2
のさらなる削減に取り組んでまいります。
　次に、基本計画の取り組みの柱として掲げている資
源循環への取り組みに関連し、本年9月に「成田空港
のプラスチック・スマート」を宣言いたしました。これ
は、本年6月に開催された「G20大阪サミット」におい
て大きく取り上げられるなど、気候変動問題に並ぶ世
界的な問題となってきている海洋プラスチック汚染
問題に関し、成田空港としても、率先して取り組むこ
とを表明したものです。まずは、NAAグループ直営飲
食店のストローの素材転換から着手したところです
が、今後は、空港関連事業者の皆様とともに、空港全体
での使い捨てプラスチックゴミの削減などを積極的
に進めてまいります。

　世界の航空業界は地球規模の環境課題に対する一層
責任ある対応が求められるようになっております。この
ような空港を取り巻く環境の変化に迅速・柔軟に対応
し、成田空港は、多様なステークホルダーとともにエコ・
エアポートとしての取り組みを加速してまいります。

※	空港カーボン認証（Airport Carbon Accreditation）
	 世界の空港や空港管理ビルの管理者・所有者を会員とする国際機関である国際空
港評議会（ACI:Airport Council International）が、空港のカーボン・ニュートラ
ルを目的とし、空港から排出されるCO₂の管理や削減の状況を評価する認証プロ
グラム。

成田国際空港株式会社
代表取締役社長

エコ・エアポートとして、環境への取り組みを加速してまいります。
トップメッセージ
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エコ・エアポートビジョン2030の実現に向け、3つの取り組みと環境マネジメントを推進するため、
2016～2020年度の5カ年において、何を目標とし何をすべきかを明確化しています。

P16～27

P34～39 P28～33

P40～49

NAAと空港関連事業者が連携
当社と、空港関連事業者の代表で組織する「成田国際空港エコ・エアポート推進協議会」（P41参照）を

中心に、空港全体で環境への取り組みを推進しています。

成田国際空港エコ・エアポート推進協議会

「エコ・エアポートビジョン2030」の実現に向けた基本計画

地域と空港の
持続可能な発展
を目指します

地球規模の
環境課題に
取り組みます

ステークホルダーと
共にエコ・エアポート
を推進します

※ 成田国際空港のステークホルダーとは、お客様、地域住民、自治体、空港関連事業者や従業員など、空港に関係するすべてを指します。

2030年度までに、空港から排出されるCO2を
2015年度比で発着回数1回あたり30％削減を目指します

成田空港はステークホルダーと共に、
空港運用に伴う地域への環境負荷低減と地球規模の

環境課題に取り組み、持続可能な社会の構築を目指します

環境ビジョン
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　乗り入れ都市：
　122都市43カ国3地域（香港・マカオ・台湾）
　2019年9月末現在
　路線別出発旅客数は2018年度実績

国内航空路線
（22都市23路線）

アジア・中近東・アフリカ線　4,560千人

中国線 
2,100千人

香港線
1,556千人

韓国線 
1,945千人

台湾線
1,511千人

グアム線
439千人

太平洋線 3,628千人

オセアニア線　684千人

欧州線 1,473千人

　乗り入れ都市：
　122都市43カ国3地域（香港・マカオ・台湾）
　2019年9月末現在
　路線別出発旅客数は2018年度実績

国内航空路線
（22都市23路線）

アジア・中近東・アフリカ線　4,560千人

中国線 
2,100千人

香港線
1,556千人

韓国線 
1,945千人

台湾線
1,511千人

グアム線
439千人

太平洋線 3,628千人

オセアニア線　684千人

欧州線 1,473千人

　2018年度は、航空機発着回数が約25.7万回、航
空旅客数が約4,318万人、国際航空貨物量は約213
万トンとなりました。開港当初と比較し、発着回数
が4.9倍、旅客数が6.1倍、貨物量が6.5倍となって
います。
　航空機発着回数は、年間を通じて国際線を中心
に新規就航や増便があったことにより、7年連続で
過去最高を記録しました。また、国際線では年度と
して初めて発着回数が20万回を突破しました。航
空旅客数は、引き続き訪日旅客が好調なことから、
4年連続で開港以来の最高値を更新し、国際線旅客

数は年度として初めて3,500万人を突破し、2006
年度以来の最高値更新となりました。
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A滑走路

B滑走路

整備地区

第１旅客
ターミナル

第２旅客
ターミナル

第３旅客
ターミナル

貨物
ターミナル
地区

南部貨物地区

旅客ターミナルビルロビーで
は6分別、事務所エリアでは10
分別し、リサイクルしています。

一般廃棄物の分別❶

GPU（地上動力施設）

駐機中の航空機に電力や空調を供給
するため、静かで排気ガスの出ない
GPU（地上動力施設）をすべてのター
ミナルビル固定スポットなどに設置
しています。

防音堤・防音林

環境監視

グリーンポート 
エコ・アグリパーク

旅客ターミナルビ
ルやNAA本社ビ
ルなどに設置し、
発電された電気は
旅客ターミナルビ
ルやNAA本社ビ
ルの照明などに利
用しています。

旅客ターミナルビルのレストランから出た排水を浄化
処理し、トイレの洗浄水として再利用しています。

電気自動車による
来港促進を図るた
め、P1及びP2駐車
場に電気自動車用
急速充電器を設置
しています。

アスファルトや
コンクリートな
どの建設廃材を
砕石化し、舗装
用資材として再
利用しています。

格納庫型消音施設を整
備し、航空機のエンジ
ン試運転時の騒音を大
幅に低減しています。

滞水池の雨水を浄化処理し、中央
冷暖房所の冷却水や旅客ターミ
ナルビルのトイレの洗浄水とし
て利用しています。

誘導路の航空灯火や旅客ター
ミナルビル内の照明などに、
省エネルギー効果の高いLED
照明を採用しています。

低公害車の導入

近年、普及が進ん
でいる燃料電池自
動車に対応してい
ます。

低騒音型航空機ほど国際線着陸料
が安くなる制度を導入し、航空機
の低騒音化を促進しています。こ
れらの航空機は、同時にCO2の削減
にも貢献しています。

成田航空機騒音インデックスによる国際線着陸料金制度

業務用車両に電気自動車や低燃費・
低排出ガス車などの低公害車の導入
を推進しています。

騒音対策用地を活用し、体験型
自然公園を整備しています。多
種多様な動植物が生息してい
ます。

騒音低減のための防音堤や
防音林を整備しています。

空港による環境へ
の影響を把握する
ため、騒音・大気質・
水質について常時
または定期的に測
定しています。ま
た、これらのデータ
はNAAのWebサイ
トなどで公開して
います。

主要施設 全体計画 2019年9月末時点供用中の施設

空港敷地面積 1,198ha 1,137ha

滑走路 A滑走路  4,000m×60m
B滑走路  2,500m×60m

A滑走路  4,000m×60m
B滑走路  2,500m×60m

誘導路 延長約36.4km  
幅30m、25m、23m

延長約31.2km  
幅30m、25m、23m

航空保安無線施設 ILS  4式
VOR/DME  2式

ILS  4式
VOR/DME  2式

エプロン※ 面積  約294ha 面積  約243ha

スポット ー 171スポット

旅客取扱施設 3施設
第1旅客ターミナルビル（延床面積  約46.3万㎡）
第2旅客ターミナルビル（延床面積  約39.1万㎡）
第3旅客ターミナルビル（延床面積  約7.1万㎡）

貨物取扱施設 21施設

貨物ターミナルビル等（延床面積  約28.6万㎡）
第1 ～ 7貨物ビル、日航貨物ビル、
輸入共同上屋ビル、整備地区貨物上屋、
第1貨物代理店ビル、第2貨物代理店ビル、
貨物管理ビル、燻蒸倉庫、南部第1 ～ 6貨物ビル、
その他

成田国際空港の主要施設及び整備計画（2019年9月）

※旅客の乗降や貨物の積みおろし、燃料の補給や点検整備などのために航空機を駐機する場所

駐機場（エプロン）で

空港周辺で

車両で
電気自動車用急速充電器❺

ノイズリダクションハンガー（NRH）❼

リサイクルプラント❽

雨水処理施設 ❾

水素ステーション❻

太陽光発電パネル❷

厨房排水除害施設・中水製造施設❸

誘導路で
LED照明❹

建設廃材の発生抑制
エプロン舗装を補修する際には、NAA
が開発した「オーバーレイ工法」により、
廃棄物の発生を抑制しています。

一目でわかる成田国際空港での主な環境への取り組み

旅客ターミナルで

空港内施設で

航空機で

エコ・エアポートダイジェストマップ

P29 P36

P32

P37

P30

P30

P33

P35

P20

P26

P36

P36

P36

P20

P17

P18、P19、P22、P23

98



　エコ・エアポート基本計画（2016～ 2020年度）において、2020年度を最終年度として各種取り組みや環境
マネジメントを進めているところです。中間の年度である2018年度の実績について、主な取り組みテーマの
2015年度（基準年度）との比較、2020年度目標の達成状況を報告します。

エコ・エアポート基本計画（2016 ～ 2020年度）

特集１

取り組みテーマ 2020年度目標

周辺環境への
取り組み

航空機騒音による環境負荷を低減 航空機騒音による環境負荷を低減する

大気質の保全 大気質の保全に取り組む
大気汚染物質（NOx）を発着回数1回あたり基準年度（2015年度）比5％削減

雨水排水の水質維持 雨水排水の水質を維持する
生物多様性を育む自然環境保全 生物多様性を育む自然環境保全に取り組む
地域と共に環境取り組みの推進・強化 地域と共に環境取り組みの推進・強化を目指す

資源循環への
取り組み

資源の循環利用 資源の循環利用に取り組む
一般廃棄物処分量を空港利用者1人あたり基準年度（2015年度）比5％削減

水資源の循環利用 水資源の循環利用に取り組む
上水使用量を空港利用者1人あたり基準年度（2015年度）比3％削減

気候変動への
取り組み

空港からのCO2排出量削減
空港からのCO2排出量を削減する
空港から排出されるCO2を発着回数1回あたり基準年度（2015年度）比
7％削減

エネルギー使用量削減
エネルギー使用量を削減する
NAAが管理する空港施設でのエネルギー使用量を発着回数1回あたり
基準年度（2015年度）比５％削減

地球温暖化に伴う気候変動への適応対策 地球温暖化に伴う気候変動への適応対策を進める

環境
マネジメント

ステークホルダーとの相互対話 ステークホルダーとの相互対話を積極的に実施する
ステークホルダーと共に空港の活動に関連する
社会全体での環境負荷低減に取り組み価値創造
を目指す

ステークホルダーと共に空港の活動に関連する社会全体での環境負荷
低減に取り組み価値創造を目指す

国内外空港と連携した環境負荷低減 国内外空港と連携し環境負荷低減に貢献する
環境アセスメントの実施と検証による環境保全 環境アセスメントの実施と検証により環境を保全する
環境認証制度を活用した環境マネジメント 環境認証制度を活用した環境マネジメントを実施する
東京オリンピック・パラリンピックに向けて各種
施策や新たな技術の試行・導入に取り組み、世界
にエコ・エアポートを発信する

東京オリンピック・パラリンピックに向けて各種施策や新たな技術の
試行・導入に取り組み、世界にエコ・エアポートを発信する

エコ・エアポート基本計画（2016～2020年度）
中間振り返り

大気汚染物質（NOx）を発着回数1回あたり
基準年度（2015年度）比5％削減

一般廃棄物処分量を空港利用者1人あたり
基準年度（2015年度）比5％削減

0

0.40

0.42

0.44

0.46
（kg/ 人）

2015 年度
（基準年度）

2018年度
（実績）

0.45

0.41

2020年度目標

0.43kg/人

0

28

30

32
（ℓ/人）

2015 年度
（基準年度）

2018年度
（実績）

2020年度目標
30.9

29.3 30.0ℓ/人

2018年度 実績

8.9%削減

　空港全体から排出されるNOxのうち、約9割以上
を占めるのが航空機の運航によるものです。排出量
の多い大型機が減少し、排出量が比較的少ない中型・
小型機が増加したことにより、発着回数1回あたり
のNOx排出量が減少しました。
　今後も目標の達成に向けて、低排出型航空機の導
入促進に取り組みます。

　エコ・エアポート推進協議会を通じ、空港従業員
への廃棄物3Rや一般廃棄物の適正処理に関する
意識啓発を行い、また、空港を利用されるお客様
へのゴミの分別に関する掲示などの取り組みによ
り、空港利用者1人あたりの一般廃棄物処分量が
減少しました。
　さらなる削減に向けて、今後も空港利用者への
意識啓発の取り組みを進めてまいります。

　旅客ターミナルビル内のトイレのリニューアル
時に、節水型の設備を導入するなど水使用量の削
減に取り組んでまいりました。
　また、トイレに節水啓発表示を行い、お客様や従
業員など空港利用者に対して、節水の意識啓発を
実施しました。
　2018年度には目標を達成していますが、2020
年度まで削減率を維持するとともに、今後も中水
の利用など資源循環に配慮した取り組みを進めて
まいります。

周辺環境への取り組み

資源循環への取り組み

目　標

目　標

上水使用量を空港利用者1人あたり
基準年度（2015年度）比3％削減

目　標

大気質の保全取り組み
テーマ

資源の循環利用取り組み
テーマ

水資源の循環利用取り組み
テーマ

2018年度 実績

5.2%削減

0

15

16

17
（kg/ 回）

2015 年度
（基準年度）

2018年度
（実績）

2020年度目標

15.8kg/回

16.6

15.8

2018年度 実績

4.8%削減
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成田空港エコキッズ・クラブ第15期生 第１回エコツアーでの集合写真

空港から排出されるCO2を発着回数1回あたり
基準年度（2015年度）比7％削減

NAAが管理する空港施設でのエネルギー使用量を
発着回数1回あたり基準年度（2015年度）比５％削減

環境認証制度を活用した環境マネジメントを
実施する

目　標

目　標

目　標

空港からのCO2排出量削減取り組み
テーマ

エネルギー使用量削減取り組み
テーマ

取り組み
テーマ

2005年に発足した「成田空港エコキッズ・クラブ」は、今年で15周年を迎えました。
この15年間、参加してくれた子どもたちの数は
第15期生を含め800名にのぼります。

特集2では、昨年行われた第14期生と、今夏に実施した
第15期生のエコツアーのレポートをご紹介します。

　「成田空港エコキッズ・クラブ」は、当社がエコ・エア
ポート基本計画における環境マネジメントを推進す
るため、次世代を担う子どもたちを対象に、成田国際
空港が実施している環境への取り組みを紹介すると
ともに空港周辺の自然に触れながら環境の大切さを
感じてもらうことを目的として、2005年に発足しま
した。
　全国の小学校5・6年生から年間会員を募集し、空港
関連事業者や専門家のご協力のもと年3回のエコツ
アーを実施しています。これまで参加した800名のエ
コキッズは、実際に自分の目で見ながら、現場の音や働
く人々の声を聞き、体感することで、さまざまなことを
学んでいきました。成田国際空港は、今後も環境への理
解を深めてもらうための活動を続けていきます。

15
th

 Anniversary

15周年

「成田空港エコキッズ・クラブ」とは

特集２

0
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14

16
（GJ/ 回）

2015 年度
（基準年度）

2018年度
（実績）

2020年度目標
15.1

13.8 14.3GJ/ 回

0

3.5
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4.5
（tCO2/ 回）

2015 年度
（基準年度）

2018年度
（実績）

2020年度目標
4.30

4.06
4.00tCO2/ 回

　エコ・エアポートビジョン2030の実現に向け策定し
たエコ・エアポート基本計画（2016〜 2020年度）です
が、計画年度の前半を終え、進捗状況を確認しました。
　具体的な数値を定めた目標、定性的な目標、いずれも
概ね計画どおりに推移しているところです。
　しかし、大雨や記録的な猛暑など気候変動の表れと
も取れる現象が目立ってきており、予測不可能な自然
環境の変化による影響を受けることも考えられること
から、2020年度の目標達成は決して楽観できるもので

　空港全体から排出されるCO2のうち、約7割を占める
のが航空機の運航によるもの、約2割を占めるのが空港
施設の活動によるものです。航空機の発着回数は2015年
度比で9.2％増加したものの排出量の多い大型機が減少
し、また、空港施設からのCO2排出量を削減したことによ
り、発着回数1回あたりのCO2排出量が減少しました。
　低排出型航空機の導入促進やGPU使用率の向上に向
けた取り組みを継続的に実施するとともに、低公害車の
導入促進や空港施設の省エネルギー化など取り組みを
進めてまいります。

　空港施設でのエネルギー使用量は、電気が約7割、都
市ガスが約3割を占めています。航空機の発着回数が
増加したものの、エネルギー使用量は大きく増大しな
かったため、発着回数1回あたりのエネルギー使用量
が削減されました。
　さらなる削減に向けて、今後新設される設備や更新
される設備に省エネルギー機器を導入するとともに、
効率的なエネルギー管理に取り組みます。

　より効率的なマネジメントを行うこと、外部の評価
手法を取り入れることを目的として、2018年より、空
港のCO2排出量削減に係る取り組みに特化した環境
認証制度である空港カーボン認証（Airport Carbon 
Accreditation）プログラムに参加しました。
　同プログラムにおいて、2018年1月にレベル2を取

環境認証制度を活用した
環境マネジメント

気候変動への取り組み

環境マネジメント

はありません。また、プラスチックゴミ対策など空港を
取り巻く社会環境の変化にも臨機応変に対処していく
必要があります。
　計画年度の後半も引き続き環境への取り組みを着実
に積み重ね、環境負荷の低減を推し進めてまいります。

成田国際空港株式会社
共生・用地部門 地域共生部 エコ・エアポート推進グループ
マネージャー　川島　光豊

エコ・エアポート基本計画（2016 〜 2020年度）の前半を振り返って

2018年度 実績

5.6%削減

2018年度 実績

8.6%削減

▶詳細はP50〜 53をご覧ください

◆	会員用教材として制作した
「成田空港エコキッズ・クラ
ブパスポート」を配付し、1
年を通じて年間会員である
子どもたちからの質問にお答えしています

◆	年3回、異なるテーマのプログラムでエコツ
アーを実施しています

◆	子どもたちは数名ごとにチームに分かれ、1
年を通じて同じメンバーでプログラムに取
り組み絆を深めます

◆	当社若手社員がチームリーダーとして子ど
もたちを引率し、成田国際空港の環境施策
について学ぶ機会としています

見て、聞いて、体験する！
成田空港エコキッズ・クラブ

得していましたが、同年11月にはさらに上の段階であ
るレベル3を日本の空港としては初めて取得すること
ができました。
　今後とも空港カーボン認証プログラムを活用しな
がら、ステークホルダーとの協力体制を一層強化し、
さらなるCO2排出量の削減に取り組んでまいります。
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東京ガス出張授業
～黄色いガス管のひみつ～
東京ガス株式会社 千葉支社長　西形 進也氏
　地中に埋設されているガス（ポリエチレン）管をリサイクルした「万
華鏡づくり」を行いました。
　耐震性・環境性に優れたガス（ポリエチレン）管が100％リサイクルさ
れていることを紹介、加えて都市ガスが自宅に届くまでの流れや、天然
ガスが環境にやさしいエネルギーであることなどをご説明しました。
　昨年からプログラム参加させていただいている「万華鏡づくり」、今
回も子どもたちは皆、夢中で取り組んでいる様子でした。
　今後もぜひ「エコキッズ・クラブ」を続けていただきたいと思います。

自然観察教室
公益財団法人日本自然保護協会 自然観察指導員
柄澤 保彦氏
　グリーンポート エコ・アグリパークは、千葉の代表的な地形である『谷津』
をめぐるコースにつくられていて、そこには里山自然が展開しています。
　昨今、コンピューター技術の目覚ましい進歩によって、バーチャルリア
リティーの世界が、一層、現実の世界に近づいて、本物と区別がつかない
錯覚に陥りそうですが、そんな世界が傍らにあるからこそ、自分の足で歩
き、実際に手で触れて感じるガサガサ感や生命の躍動を自分の感性で楽
しむ自然観察が、意義あるものになっていると思っています。
　成田空港エコキッズ・クラブのプログラムは、とても魅力的です。

ナリコークリーンセンター見学
株式会社ナリコー 
第三事業部 第一業務課 課長代理　川村 和正氏
　将来を担う子どもたちに成田国際空港が行っている環境への取り組
みを実際に体験してもらい、自然環境の尊さを感じてもらう大変意義
のある活動だと思います。
　子どもたちに成田国際空港で発生する一般廃棄物処理の現状を説明
し、ごみが適正に分別されるとリサイクルができ製品の原料になるこ
と、焼却して蒸気タービン発電の熱源になることなどを知ってもらい
ました。エコ・エアポート活動を通じて環境保護を学び、自然環境へ興
味を持つきっかけになれば幸いです。

担当者の声

担当者の声

担当者の声

たくさんの昆虫と触れ合うこと
ができた

オニヤンマのヤゴを初めて見ら
れてうれしかった

ランプタワーの景色が、すごく
迫力があった

エコ探検は足がくたくただったけ
ど、いろいろなことが知れたから
楽しかった

  ターミナル・エコ探検
7つの「エコミッション」を通じ
て、第1旅客ターミナルビルのさ
まざまな場所でエコな取り組みに
触れました。キッズはターミナル
の広さも実感していました。

  航空科学博物館見学
航空の歴史や航空機の仕組みを見学しなが
ら、館内にある「エコ・エアポートコーナー」
で、音の仕組みや成田国際空港の騒音対策に
ついて学びました。

  ランプコントロールタワー見学
空港全体を見ながら、ランプコントロールの
仕事内容を学びました。高さ50メートルか
らの景色に、キッズも大興奮でした。

  水のリサイクル教室
空港内で使用されている水につい
て、クイズを交えながら、雨水をト
イレ洗浄水として利用しているこ
とや厨房排水の再利用について学
びました。
（協力：（一財）成田国際空港振興協会）

  東京ガス出張授業
ガスやリサイクルについてクイズ
を交えながら楽しく学んだ後、ガス
管を使って世界に一つだけの万華
鏡づくりを体験。目を輝かせながら
夢中でつくり上げていました。
（協力：東京ガス㈱）

  修了式
ツアーの最後には一人ひとりに修
了証書を授与。キッズの保護者の
方も参加され、お子様の様子を見
守っていました。

第15期生　第1回ツアー

第14期生　第2回ツアー

第14期生　第3回ツアー

特集２

第14期生、第15期生

どのツアーも魅力満載、
キッズの笑みがこぼれました！

エコキッズの声

エコキッズの声

エコキッズの声

※2019年度は第1回ツアーのみ開催済み（2019年9月現在）

▶ 2019年8月22日開催 参加人数 46名

参加人数 45名

参加人数 44名

▶ 2018年10月20日開催

▶2019年3月2日開催

エコキッズ・ツアーレポート

水はできるだけ節約して、ゴミも
できるだけ減らそうと思った

普段立ち入れないところに
入ることができ、たくさん
学ぶことができた

飛行機を近くで見られて、いい思
い出になった

友達、家族に教えたいことばかり
だった。次回が楽しみ！

リサイクルや、水の行方に
ついて学べた

  ナリコークリーンセンター見学
廃棄物処理方法の映像を観ながら
学習シートに取り組んだ後、ゴミ
クレーンや収集車、コンポスト製
造施設を実際に見学しました。
（協力：㈱ナリコー）

  自然観察教室
自然観察指導員の先生と一緒にグリーン
ポート エコ・アグリパークを散策。パーク内
で見つけた動植物を観察し、模造紙にまとめ
て発表しました。

  JAL航空機格納庫見学
航空機についての説明を受けた
後、整備場内を見学しました。整備
中の航空機のそばでは、担当者の
解説に真剣に耳を傾け、積極的に
質問しているキッズもいました。
（協力：日本航空㈱）

  GPU見学
GPU（地上動力設備）の使用促進に
よる、駐機中に発生する騒音や大気
汚染物質などの削減への取り組みを
学びました。GPUの空調ホースから
出る2～3℃の強い冷気に大興奮！
（協力：㈱エージーピー）

  騒音測定体験
A滑走路脇で、実際の業務で使用し
ている騒音測定器で離着陸する航
空機の騒音を測定しました。その
後は、測定器を使用した大声コン
テストを実施。チームごとに大き
な声を出して盛り上がりました！

世界に一つだけの万華鏡を掲げ、
笑顔の第15期生
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図中の数字は低騒音型（A～Cクラス）の割合合計

※国内線を含む

低騒音型航空機
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騒 音 対 策
　内陸空港である成田国際空港は、空港周辺地域へ
の影響が最も大きい航空機騒音について、開港当初
から、きめ細かな対策を行ってきました。
　エコ・エアポート基本計画（2016～2020年度）でも、
航空機騒音による環境負荷低減に向けた対策のさら
なる充実を目指しています。
　当社は、2005年に国際線における低騒音型航空
機を優遇する成田国際空港独自の着陸料金制度を導
入し、航空会社の低騒音型航空機の導入を後押しし
てきました。この結果、低騒音型航空機の導入比率は
年々上昇しています。また、2013年からは国際線着
陸料のさらなる値下げも実施しました。2018年度の
低騒音型航空機の比率は、92.8％となり、順調に推移
しています。
　航空機騒音対策は、「発生源対策」、「空港構造の改
良」、「空港周辺対策」の3つの体系に分けられます。
「空港周辺対策」のうち助成、補償、土地利用などの主

■ 航 空 機 の 低 騒 音 化
　世界的に航空機の低騒音化が進む中、日本でも
2002年度より国際民間航空機関（ICAO）※4 が定める
騒音基準チャプター※5 3を満たさない航空機の運航が
禁止されました。
　当社は、さらに騒音基準を厳しくしたチャプター4
クラスの航空機の導入促進を図るため、2005年度よ
り、低騒音型航空機ほど国際線着陸料を優遇する料金
制度を採用しています。これは「成田航空機騒音イン
デックス」による航空機の騒音レベル（A～F）に応じ
て国際線着陸料を引き下げるというもので、最も騒音
レベルの低いAクラスではFクラスと比較して20％以
上安くなっています。右のグラフで示すようにICAO
のチャプター2基準機の運航が禁止された2002年度
以降、チャプター4を満たすA～Cクラスの低騒音型
航空機が少しずつ増えていましたが、新料金制度が導
入された2005年度以降も増加傾向にあり、さらなる
値下げを実施した2013年度以降はAクラスの比率が
増加しています。
　近年、航空会社各社では、機材更新にあたり、最新鋭
の技術を取り入れた新型機材の導入を進めています。
これらは、騒音低減や温室効果ガスの削減など環境負
荷低減に大きく貢献しています。

■ 夜間の離着陸制限（カーフュー）
　成田国際空港では、1978年の開港以来、23時から翌
朝6時までの時間帯は原則として離着陸を禁止してい
ますが、成田国際空港における台風、大雪などの悪天
候の場合や、航空機の安全や乗客の生命に係る場合な
ど、緊急またはやむを得ない場合に限定し、
緊急事態として離着陸を認めています。
　2013年3月31日からそれらに加え、出発
地空港の悪天候など、航空会社の努力では
対応できないやむを得ない場合に限り、23
時台の離着陸を認める「離着陸制限（カー
フュー）の弾力的運用」を開始し、2018年
度は50件の弾力的運用を実施しました。ま
た、2018年3月13日の四者協議会におけ
る「成田空港の更なる機能強化」に関する実
施の合意、2019年2月4日の四者協議会に
おける確認を受け、2019年10月27日から
Ａ滑走路の運用時間を1時間延長すること
に伴い、Ａ滑走路の弾力的運用は深夜0時

※1	 公共用飛行場周辺における航空機騒音による障害の防止等に関する法律
	 航空機の騒音が原因で生じる障害の防止、航空機の離着陸の頻繁な実

施によって生じる損失の補償、その他必要な措置について定めること
により、関係住民の生活の安定及び福祉の向上に寄与することを目的
とする。この法令の中で騒音のレベルに対する区域の分類は以下のよ
うに規定されている（P60参照）

	 Lden※3 62dB 以上… 第1種区域、 Lden 73dB 以上… 第2種区域
	 Lden 76dB 以上… 第3種区域

※2	 特定空港周辺航空機騒音対策特別措置法
	 航空機騒音対策基本方針の策定、土地利用に関する規制その他の特別

措置を講じることで航空機の騒音によって生じる障害を防止し、あわ
せて適正かつ合理的な土地利用を図ることを目的とする。この法令の
中で騒音による障害の程度に対する地区の分類は以下のように規定さ
れている（P60参照）

	 Lden 66dB 以上… 航空機騒音障害防止特別地区
	 Lden 62dB 以上… 航空機騒音障害防止地区

※3 Lden
	 Day-evening-night averaged sound level（時間帯補正等価騒音レベル）

夕方及び夜間の騒音に重み付けを行い評価した1日の等価騒音レベル

※4	 国際民間航空機関（ICAO）
	 正式名称は、International Civil Aviation Organization。国際連合の

経済社会理事会の専門機関の一つで、1947年4月に発足。本部はカナ
ダのモントリオールにある

〈 成田航空機騒音インデックス別国際線着陸料 〉

〈 騒音クラス別運航比率の推移 〉

な部分については、「公共用飛行場周辺における航空機
騒音による障害の防止等に関する法律」※1（以下「騒防
法」）及び、「特定空港周辺航空機騒音対策特別措置法」※2

（以下「騒特法」）に基づいて対策を実施しています。

芝山水辺の里
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周辺環境への取り組み
● 航空機騒音による環境負荷低減
● 大気質の保全（大気汚染物質の削減）
● 雨水排水の水質維持

● 生物多様性を育む自然環境保全
● 地域と共に環境取り組みの推進・強化

発生源対策

から深夜0時30分までに変更となります。
　離着陸制限時間帯の運航情報は、当社のWebサイト
「カーフュー内運航について」（https://www.naa.jp/
jp/csr/curfew/）にて、発生した翌日に公表しています。

22:00

【2013年3月31日～2019年10月26日】

Ａ・Ｂ滑走路

・出発空港での遅延（着陸）
・他空港での一時退避による遅延（着陸）
・玉突きによる遅延（着陸）
・成田への引返し（着陸）
・やむを得ない理由による遅延（離着陸）　

・出発空港での遅延（着陸）
・他空港での一時退避による遅延（着陸）
・玉突きによる遅延（着陸）
・成田への引返し（着陸）
・やむを得ない理由による遅延（離着陸）　

・出発空港での遅延（着陸）
・他空港での一時退避による遅延（着陸）
・玉突きによる遅延（着陸）
・成田への引返し（着陸）
・やむを得ない理由による遅延（離着陸）　

10便までの発着 10便までの発着

便数制限なし

Ｂ滑走路Ａ滑走路

【2019年10月27日～】

23:00

0:00

0:30

6:00

「緊急またはやむを得ない事態」のみ離着陸可能
　（具体例）　　　
　  ・機体の安全上の異常事態
　  ・急病人の発生等生命に係る異常事態
　  ・捜索、救難
　  ・成田空港での異常気象　　など

離着陸制限（カーフュー）時間帯

「緊急またはやむを得ない事態」のみ離着陸可能
　（具体例）　　　
　  ・機体の安全上の異常事態
　  ・急病人の発生等生命に係る異常事態
　  ・捜索、救難
　  ・成田空港での異常気象　　など

離着陸制限（カーフュー）時間帯

弾力的運用弾力的運用

弾力的運用

※5	 騒音基準チャプター
	 国際民間航空機関（ICAO）が定めている航空機の騒音証明基準。進入・

離陸・側方の3測定点での騒音値が航空機の最大離陸重量に応じた基
準値以下と規定されている
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■ 飛行コース幅（監視区域）の設定と監視

年度 2014 2015 2016 2017 2018

合理的理由なき逸脱航空機数
（発着回数に対する割合）

5
（0.002%）

7
（0.003%）

16
（0.007%）

7
(0.003％）

10
(0.004％）

航空機発着回数 228,220 235,190 245,705 252,447 256,821

■ 航空機の騒音測定

■ 空港内地上騒音測定
　航空機の離着陸時に発生する騒音以外に空港から
発生するさまざまな騒音※を監視するため、空港内外
の7カ所に地上騒音測定局を設置し、常時測定してい
ます。

　短期測定は、騒防法に基づく騒音区域指定の検証を
目的として当社が実施しています。第1種、第2種、第3
種区域の境界付近58地点で、主に夏季と冬季に連続し
た7日間ずつ測定しています。とくにきめ細かな監視

※	成田空港環境こみゅにてぃ
	 http://airport-community.naa.jp/
	 航空管制情報を活用した「航跡情報」をはじめとして、「航空機騒音」、「大
気質」及び「水質」に係る環境調査結果、環境対策の実施状況をWebサイ
トで公開しています。

※	空港内の工事音や、航空機の地上走行音、エンジン試運転音、APU（補助
動力装置）稼働時に発生する音などで、このうち航空機の地上走行音、エ
ンジン試運転音及びAPUの稼働にともなう音は航空機騒音の評価指標
（Lden）の対象になっています。

※34R局は前年度中に移設したため、前年度との比較は行っていない

〈 飛行コース幅と重ね合わせ航跡図（例） 〉

〈 航空機騒音測定局位置図 〉 〈 通年測定結果（2018年度） 〉

〈 逸脱航空機数の推移 〉

　　　　騒防法第1種区域
　　　　騒防法第2種区域
　　　　騒防法第3種区域
●　測定局

APU（補助動力装置）の排気口

　航空機の離着陸における騒音を監視するため、成田
国際空港では1978年の開港当初から騒音を測定して
おり、現在当社では空港周辺の33カ所に航空機騒音測
定局を設置して通年測定を実施しています。
　2018年度の各測定局の航空機騒音評価指標Ldenの
年間値はいずれも騒防法に基づく区域指定の基準を
満たしています。
　また、上記測定局のほか、千葉県が23局、茨城県が
10局、関係市町が37局（2019年4月）を設置しており、
空港周辺では合計103局による騒音測定が常時続けら
れています。当社33測定局のデータについては、当社
の環境情報公開サイト「成田空港環境こみゅにてぃ」※ 
にてリアルタイムでご覧いただけます。

通年測定

短期測定

を必要とする地点では春季と秋季にも実施していま
す。2018年度は、すべての短期測定地点において、Lden
の期間通算値は、騒防法に基づく区域指定の基準内で
した（P61参照）。

　航空機騒音の影響範囲を最小限にとどめるため、利
根川から九十九里浜までの直進上昇・下降部分に飛行
コース幅（監視区域）を設定し、逸脱した航空機がない
か監視しています。
　天候や安全確保などの合理的理由がなく逸脱した
航空機があった場合は、便名や理由を公開し、国土交
通省から航空会社に対し必要に応じて指導を行って
います。2018年度の合理的理由なき逸脱航空機は10
機（0.004%）でした。

測定局番号 測定局名 Lden 前年度との比較

1 新利根 54.0 0.0
2 下加納 53.9 0.2
3 河内 54.7 -0.7
4 西大須賀 60.3 0.7
5 内宿 53.7 -0.4
6 久住 56.8 -0.3
7 荒海 60.8 -0.7
8 土室（NAA） 55.4 -0.4
9 飯岡 58.8 -0.4
10 芦田（NAA） 56.4 -0.5
11 大室（NAA） 57.4 -0.6
12 16L 70.3 0.6
13 新田(NAA) 56.2 0.7
14 16R 70.1 -1.1
15 一鍬田 53.3 -0.2
16 34R※ 73.8 ー
17 菱田東 55.8 0.1
18 三里塚小学校 59.4 -0.6
19 三里塚グラウンド 63.5 -0.4
20 芝山千代田 56.3 -0.4
21 34L 72.1 -0.7
22 喜多 52.4 -0.2
23 芝山東 56.5 0.0
24 千田 59.0 0.5
25 牛尾 58.3 0.7
26 芝山 55.6 -0.4
27 中台（NAA） 56.3 -0.4
28 大総 56.9 0.4
29 山室 53.4 -0.4
30 横芝 57.0 0.7
31 松尾 55.9 -0.6
32 上堺 56.5 0.7
33 蓮沼 54.1 -0.5
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100m

600m

受音点

常緑広葉樹（シイ・カシなど） 針葉樹（ヒノキなど）

10m

排気口
吸気口

■ エンジン試運転対策
　整備を完了した航空機が、安全運航のためエンジン試
運転を行うことは大変重要です。こうしたエンジン試運
転を行う際の騒音を低減するため、当社は1999年に格
納庫型消音施設「NRH（ノイズリダクションハンガー）」
を航空会社と共同で設置しました。
　この施設は、天井から空気を取り入れる方式を採用し
ており、風向きに関係なくいつでもエンジンの試運転が
できます。また、ハンガータイプであるため、従来の消
音装置に比べ、消音効果は飛躍的に向上しています。
　この施設を使えば、400m離れた空港境界付近では、
人の話し声と同等の60dB以下にまで低減させること
ができます。
　2018年度のエンジン試運転は892回行われ、そのう
ちNRHの使用は844回（94.6％）ありました。

NRH（ノイズリダクションハンガー）の特徴
NRHでは整流した空気を天井から取り入れる上方
吸気方式を採用。
また、施設内部の壁や天井は吸音性や遮音性に優れ
た素材でできています。

〈 防音堤断面イメージ 〉

NRH（ノイズリダクションハンガー）

防音堤

騒音対策委員会

住宅防音工事実施前 住宅防音工事実施後
（防音ドア、防音サッシなど交換）

■ 防音堤・防音林などの整備
　航空機が滑走路離着陸時などに発する騒音の影響を
軽減するため、当社では空港周囲に防音堤や防音林を
整備しています。
　これにより、幅100m、高さ10mの防音堤の場合、地
上走行中の航空機の騒音レベルを、600m離れた防音
堤をはさんだ反対側の受音点では、10～12dB低減す
ることができます。
　また、従来から樹木が十分に育っている場所では、そ
の自然的価値と防音効果を最大限に活かす整備を行い、
防音林として機能させています。

■ 防音工事
　航空機騒音による障害の防止・軽減のため、当社は
住宅や公共施設などについて騒防法に基づいた防音
工事の助成を行っています。

■ 移転補償 
　航空機騒音の影響がとくに著しい区域の住宅など
には、騒防法及び騒特法の規定に基づいて移転補償を
実施しています。個々の家屋の移転のほか、古くから
続く地域社会や集落のつながりに配慮した集団移転
にも対応しています。

■ 成田国際空港騒音対策委員会
　空港周辺市町の首長・議長、学識経験者、住民代表、国
土交通省、千葉県、航空会社及び当社が一体となって、
航空機騒音による障害の防止、または軽減措置を協議
する場として、成田国際空港騒音対策委員会を組織
しています。下部組織には、空港周辺各地区に地区部
会が設置され、そこから提起された問題を協議するこ
とにより、騒音対策の充実と安全かつ適切な空港運営
を図っています。騒音対策委員会は1972年に発足し、
2019年3月には第45回を数えました。

■ 成田国際空港周辺対策交付金
　当社では、空港周辺における航空機騒音などにより
生じる障害の防止及び空港周辺整備の費用に充てる
ものとして、千葉県と茨城県、そして空港周辺10市町
に、成田国際空港周辺対策交付金を交付しています。

対象戸数 実施数
A滑走路 3,580戸 3,425戸
B・横風用滑走路 1,892戸 1,347戸

対象戸数 実施数
騒防法 503戸 503戸
騒特法 591戸 493戸
計 1,094戸 996戸

〈 住宅の防音工事助成実施状況 （～2018年度） 〉

〈 移転補償実施状況 （～2018年度） 〉

〈 住宅防音工事の事例 〉　騒防法の第1種区域が告示された際には、そこに所
在している住宅に、騒音の程度に応じて必要とされる
防音工事や空調機器設置の助成を行っています。
　また、一定期間を経て機能低下が見られる空調機器
には、更新工事の助成も行っています。

　騒防法に基づいて、学校、保育所、幼稚園、病院、乳児
院、特別養護老人ホームなどの施設や市町の共同利用
施設に、騒音の程度に応じて必要とされる防音工事や
空調機器設置の助成を行っています。一定期間を経て
機能低下が見られる空調機器には、住宅の防音工事と
同様に更新工事の助成も行っています。

　1978年の開港当初から2019年3月31日までの交
付金総額は約1,299億円です。防音工事を行った公共
施設の維持のほか、空港周辺の道路、公園、消防施設、コ
ミュニティ施設などの整備にも充てられています。

住宅の防音工事

学校、共同利用施設などの防音工事
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■ 大気質監視
　当社は、空港内外6カ所に大気質常時測定局を設置し空港周辺の大
気中の二酸化硫黄、窒素酸化物、一酸化炭素、光化学オキシダント、浮
遊粒子状物質、炭化水素の濃度などについて、常時監視しています
（P63参照）。2018年度の測定結果は光化学オキシダント以外の項目
について長期的評価による環境基準を達成しています。光化学オキシ
ダントは環境基準を満たしませんでしたが、空港周辺の自治体測定局
においても同様な現象が見られることから、この現象は空港特有のも
のではなく広域的なものと考えられます。

〈 大気質常時測定局位置図 〉

〈 水質定期測定地点位置図 〉

●測定地点

※1	 防除氷剤
	 航空機への着氷を防ぐ物質

※2	 有機汚濁
	 水に有機物質が入り、その有機物が分解する時に酸素が消費され、酸素

欠乏が起こることによって生じる水質汚濁

目標と実績

●測定局

■ 落下物対策
　当社は、離着陸する航空機からの部品や氷塊の落下
を重大な問題と認識しています。これまでも、成田国
際空港では空港南側より進入着陸する航空機からの
陸上での氷塊落下を防ぐために洋上脚下げ（タイヤを
出すこと）を指導しているほか、整備･点検の徹底を呼
びかけ、調査、原因の解明、監視などに取り組んでおり、
この結果、氷塊などの落下は大幅に減少しました。
　また、空港北側から進入着陸する航空機についても、

■ 水質監視
　当社は、周辺の河川など6カ所で毎月1回の定期測定
を行い、場外放水路など3カ所では24時間常時監視を
行っています。雨水排水については水位の変動があり
ますが、下流河川に影響のない水質を維持しています
（P64参照）。なお、大腸菌群数は一部の地点でやや高め
でしたが、自然由来によるもので衛生上問題ないこと
を確認しており、近年は減少傾向にあります。
　地下水については、水位の常時監視を空港周辺で
行うとともに、水質についても年1回測定しており、
2018年度の測定結果は環境基準を満たしていること
を確認しています。

■ ディアイシング対策
　航空機の翼に積雪や霜の付着、氷結が起こると、離
陸時に必要な揚力や操作機能に影響し、事故の原因と
なることがあります。そのため、冬季の低温時や降雪
時に、航空機に防除氷剤※1を散布するディアイシング
作業が必要になります。使用する防除氷剤は、食品に
も使用されるプロピレングリコールを主成分として
おり、人体には無害ですが、河川に流出すると、有機汚
濁※2につながるおそれがあります。
　当社では、エプロン上に落下した防除氷剤を貯留池
に回収できる作業スポットを整備しており、回収され
た防除氷剤を含んだ水は、エプロンから雨水管路を通
じてディアイシング廃液処理施設へ送られ浄化処理
されます。また、それ以外のスポットで作業を行った
場合でも、防除氷剤回収車で回収し、同様に浄化処理
されます。

　成田国際空港では、航空機の運航や空港の諸活動に
より排出される物質が空港周辺の大気質に与える影
響を把握するため、監視を行うとともに、航空機や空
港内を走行する車両、中央冷暖房所などにおいて大気
汚染物質の排出抑制に取り組んでいます。
　エコ・エアポート基本計画（2016～2020年度）で
は、窒素酸化物（NOx）の排出量を、2020年度までに、
2015年度（16.6kg/回）比で発着回数1回あたり5％削
減するという目標を定めています。
　2018年度のNOx排出量は発着回数1回あたり15.8kg
と4.8％削減できました。

　成田国際空港から排出される雨水排水などが、空港
周辺地域の河川に与える影響を把握するため、水質監
視を行うほか、水処理施設の適正な設置・運用や、航空

窒素酸化物：NOx（発着回数1回あたり）の削減

ディアイシング廃液処理施設

ディアイシング作業

〈 航空機からの落下物発生件数と脚下げ遵守率 〉

〈 落下物対策の経緯 〉
年月 航空機からの落下物対策

1983年3月 航空機落下物被害救済制度（落下物を生じさせた航空機を特定できな
い際、損害を受けた被害者を救済する制度）の創設

1991年1月 運輸省（現国土交通省）が航空会社に対して機体の整備・点検、及び空港
南側からの着陸便の洋上脚下げ実施などを指導

1993年5月 運輸省が洋上脚下げについてAIP（航空路誌）に記載し、遵守するよう
指導

1996年5月 運輸省がATIS（飛行場情報放送業務）によって洋上脚下げの遵守を指導

1997年度以降 運輸省とNAAが、成田国際空港に到着する航空機を対象に氷塊付着状
況調査を実施

1999年5月 運輸省が耐空性改善通報を発令し、機体の構造改善などの処置を指示

2012年7月 国土交通省が空港北側からの着陸便について住宅などが多い地域での
脚下げを避けることなど、新たな対策を勧告

2017年5月 国土交通省とNAAが、成田国際空港に到着する航空機を対象に、注意す
べき機体の箇所を定期的にチェックする「機体チェック」を開始

2017年11月
～2018年3月

国土交通省が、落下物防止等に係る総合対策推進会議を開催し、航空会
社が遵守すべき落下物対策の基準案をとりまとめ

2018年4月 NAAが、航空機落下物被害救済支援制度（「見舞金のお支払い」、「立替金の
お支払い」、「航空会社との間における調整等、各種サポート」）の運用を開始

住宅などが多い地域での脚下げを避けるよう勧告し、
到着機を対象に定期的に機体をチェックするなど新
たな対策を行っています。今後も関係機関と連携して
落下物ゼロを目指していきます。
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燃料タンクヤードなどで万一油分が混入しても、問題
のないように油水分離施設を設置するなど、水質を保
全するためのさまざまな取り組みを行っています。
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自 然 環 境 保 全
　当社では、空港建設により失われた豊かな自然を
取り戻すために取り組みを進めています。
　「成田空港周辺緑化基本計画」は緑地が有する騒音
緩衝機能、自然環境保全機能、修景機能及びレクリ
エーション機能などを計画区域内に適切に配置する
ことにより、全体として有機的連携を持った緑地整
備を図ることを目的とし、周辺地域の立地的特性にあ
わせて、植生や景観を考慮した緑化施設（P24～26参
照）を整備しています。
　芝山水辺の里などでは、緑地が持つ機能を最大限
に活かしながら、ミチゲーション※の考え方を参考
に、自然そのままを残すだけでなく、一度失われてし
まった自然を復元し、保全しています。

場外放水路水辺環境整備
空港北側の取香川へ通じる場外放水路では、
コンクリートで覆われている水路を自然の川
に近付ける環境整備を行っています。また川
岸には、周辺住民をはじめとした方々からの
寄付により植樹されたさくらの木（計172本）
が順調に育ち、春の放水路を彩っています。

※	ミチゲーション
	 開発などによる環境への影響を何らかの具体的な措置によって緩和軽減
することや、失われる環境と同じだけの環境を復元し調和を図っていく
こと

空港周辺
緑化整備計画

防音堤・防音林
整備計画

〈 成田空港周辺緑化基本計画 〉

緑地が持つ機能
◆騒音緩衝機能
◆自然環境保全機能
◆修景機能
◆レクリエーション機能

緑化施設
「成田空港周辺緑化基本計画」に
基づき、周辺地域の立地的特性に
あわせて植生や景観を考慮した
緑化施設を整備しています。

空港建設で失われたさくらの復元を目指し成田市に協力
して、さくらの木（計250本）を植えました。春には花見を
楽しむ大勢の人たちでにぎわいます。

果樹園の整備（芝山町菱田）
自然と触れ合いながら果実の収穫を楽
しめるよう栗の木を植えています。秋
には地元の子どもたちを招待し、収穫
体験を行っています。

三里塚さくらの丘ではさくら
（計112本）やツツジなどを植え、
地域の憩いの場を目指した整備
をしています。芝生の展望広場
からは航空機ウォッチングが楽
しめます。これに続く南三里塚
遊歩道は既存林にウッドチップ
を敷きつめており、散策や森林
浴に最適です。

芝山水辺の里（芝山町岩山）
アヤメ、キショウブ、スイレンなどの水
生植物を植えています。ゆっくりとくつ
ろぎながら観賞できるように遊歩道や
ベンチも整備しました。

朝倉やすらぎの杜（芝山町朝倉）
既存林を活かした散策路を整備してい
ます。森林浴をしながら自然と親しむこ
とのできる憩いの広場となっています。

十
と よ み
余三東

しののめ
雲の丘

航空機展望スポットとして整備され
た十余三地区防音堤。地元の小学校児
童により「十余三東雲の丘」と命名され、
航空機ファンのみならず地元の皆様か
らも親しまれる施設となっています。

グリーンポート エコ・アグリパークはP26参照

三里塚さくらの丘 南三里塚遊歩道（成田市三里塚）
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空港と
緑のゾーン

旅立ちと緑のゾーン

成田国際空港

花と緑のゾーン
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里山の整備
（成田市長田）

成田市さくらの山
（成田市駒井野）

2

既存林を活かして自然環境を保全しています。里山をさ
らに有効に活用していただくため、2005年に千葉県、成
田市、成田地区ホテル業協会、成田・里山を育てる会と協
力し、　  の場外放水路から4kmに及ぶ遊歩道を整備し
ました。遊歩道では、自然の中でのジョギングや散歩を
楽しむことができ、四季を感じて散策を楽しめるよう維
持管理しています。
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ニホンイシガメ

　成田国際空港周辺の河川には、環境省レッドリストに「準絶滅危惧」
として指定されているニホンイシガメが生息しています。ニホンイシ
ガメは、日本の固有種であり、谷津やきれいな河川などの環境を好み、
古くから人間と共存してきた生きものです。やや扁平の甲羅を背負い、
田んぼの畔を歩く姿は、とてもかわいらしく見えます。
　現在、ミシシッピアカミミガメやカミツキガメなどの外来種が、飼
育環境から自然環境へ放流され繁殖していることや、日本の古くから
の谷津環境が減少していることなどにより、ニホンイシガメの生息環
境が日本中で危ぶまれています。

空港周辺に生息する貴重な生きもの「ニホンイシガメ」

COLUMN

地 域 農 業 再 生 へ の 協 力
　成田国際空港が位置する北総地域は、野菜生産額
全国トップクラスである千葉県の農業の中心地であ
り、有機農業の先進地でもあります。当社では、空港

■ 移転跡地の有効利用
　当社では、地域農業の振興のため、移転された農家
の方々の土地を有効利用し、農地として利用可能な土
地は、周辺自治体の協力を得ながら地元農家への貸付
を行っています。
　未貸付地については、今後も農地として活用できる
よう定期的に耕転や草刈りを行うほか、レンゲを植
えて地力の維持・増進を図っています。一方、宅地など
農地以外の移転跡地は、荒廃するのを避け、景観を美
しく保つため、コスモスなどを植えて管理しています。
2018年度は、レンゲ0.1ha、コスモスなど景観形成植
物2.7haの播種を行いました。

■ 有機農業研修生の受け入れ
　当社では2005年度より、有機農業研修事業への支援
を開始しました。研修は有機JAS認証を取得した畑で、
地元農家の方々の指導と協力を得て行われています。
　これまでに44人の研修生を受け入れており、研修修
了生は、空港周辺地域を含む各地で就農し、その地域
の農業の活性化に貢献しています。また一部の修了生

遊休水田に植えたレンゲ

グリーンポート 
エコ・アグリパーク内

成田空港エコキッズ・
クラブの自然観察教室

■ 自然公園の整備 ─グリーンポート エコ・アグリパーク

　空港の南側（芝山町岩山地区）の「芝山水辺の里」に隣
接する17ha（東京ドーム約4個分）の当社所有地を活
用して、ありのままの自然を活かした体験型自然公園
「グリーンポート エコ・アグリパーク」を2007年に開
園しました。アグリパークは、北総地域を代表する谷
津地形を持ち、変化に富んだ環境となっており、多く
の昆虫類をはじめ多種多様な動植物が生息していま
す。当社では、これら多様な生物を育む環境を大切に
守っていくとともに、里山の景観復元を目標としてい
ます。
　アグリパークは、地域の方々に散策の場として利用
していただくほか、成田空港エコキッズ・クラブの自
然観察教室の場としても活用されています。

〈 グリーンポート エコ・アグリパーク 〉

は、就農しながら本事業の準講師として後輩の指導に
あたっています。この事業は、遊休農地の新たな活用
の場として有益であるとともに、次代の担い手となる
新規就農者の育成の一助となっています。
　研修生が栽培した有機野菜は「空の駅 風

ふ わ り
和里しばや

ま」（P26 アクセスマップ参照）でも販売されています。

周辺地域で移転された農家の方々の土地を適正に管
理し、貸付を行ってきました。その一方で、有機農業
研修など地域農業の再生に協力しています。
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